
β

U
り
一

一

橋

論

叢

第
七

巻

第
六

盤

外
貸
公
債
相
場
と

外
交
と

の

関
係

川

島

信

太

郎

5 7 (う

節
一

封
英
米
外
交
と

本
邦
外

貨
公

債
相
場

.

外
囲
政

府
の

蚤
行
せ

る

公

債
､

又

は

外
囲

合
祀
社
債
等
の

相

場
は

､

第
一

爽
欧
洲
大

戦
前
に

於
て

は

世

界
金

融

市
場
の

中
心

た
る

倫
敦

及

巴

実

妹
に

前
者
に

於
て

定
ま
り

た

る

が
､

大

戦

後
に

於
て

は

北

米
合
衆

固
の

占
む

る

世

界
金

融
上
の

地
■
位
が

強
此
せ

ら
.
る

ゝ

と

共
に

､

右
中
心

た
る

紐
育
は

釜
､

､

其
の

重

要
性
を

増
し

､

⊥

九
二

九

年
(

昭

和

四

年
)

世

界
恐

慌
後
に

於
て

は

倫
敦

を

凌

駕
す
る

形

勢
と
な
つ

た
｡

従
て

外
貨
公

債
相
場
と

外
交

関
係
と

の

蹄
係
は

､

紐
育
及

倫
敦

に

於
け

る

外

貨
発

券

相
場
の

欒
動
を

基

礎
と

し
て

研

究
す
る

こ

と

が

通

常

で

あ
■
る

｡

而

し
て

右
紐
育

及

倫
敦
に

於
て

取

引
せ

ら

る

1

外
囲

公

債
等
は

二

種
に

分
れ

第
一

､

中
南
米
諸
国
公

債
の

如

く
常
該
圃
の

通

貨

を

以

て

利
子

及

元

金
の

支

梯
が

環
さ

る

ゝ

も
の

は
､

主

と

し

て

英
本
国

に

於
け
る

財
政

及

金

融

上
の

強

弱

即
ち

､

常
該

園
が

元

本
及

利
子

の

支
沸
た

履
行
す
る

や

否

や
､

又

常
諸
国

通

貨
の

下

落
す

る

が

如

き
こ

と

な
き

や

否

や
に

よ

り

決

定

せ

ら

れ
､

第
二

､

日

本
政

府
聾
行
の

外
貨
公

債
､

礪
逸
政

府
薔
行
ド

ー

ス

､

ヤ

ン

グ

南

国

庫
債
券

､

希
臓
の

避
難
民
救

癖
及

財
政

安
定
借
款
(

ス

タ

ビ

ラ

イ

ズ

ド
･

ロ

ー

ン

)

並

に

支

部
政

府
の

外
債
借
款
等
所

謂
金

約
款
の

保
澄

あ
る

も
の

は

該
本
圃

財
政

､

金

簡
上
の

影
響
に

支
配
せ

ら

る

ゝ

こ

と

第
一

種
の

も
の

よ

少
叩

桝

鴫

碗



7
り

上

紳

.■
紳

→

.

凍

り

比

戟
的
僅
少

､

従
て

其
の

相
場
比

戟
的

安
定
せ

る

も

是
亦

完
二

九

年
世

界
恐

慌
磯
殊
に

完
三
.
年

(

昭

和

不
年
)

フ

ー

ヴ
ア

ー
.

ヰ

ラ

ト

リ

ア

ム

室
員
後
は

一

日

本

以

外
の

各
国

は

殆
ど

元

利
金
支

彿
の

減
少

又

は

停
止

を

行
ふ

に

至

り
､

又

国

際
聯
盟
の

規
構
成
立

以

後

債
権
国
は

､

外

債
の

安
沸

確
保
の

蔑
め

武
力
む

用
ふ

る

が

如
き

は

殆
ど

不
可

能
と

な

り

た

る

に

付
､

是
等
外
借
賃
の

相
場
は

第

表
の

も

の

同

様
其
の

本
国
に

於
け

′
る

財
政

､

金

融

上
の

状
態
及

普
請
本

国
と

英
米

語
固
と

の

外

交
関
係
如

何
に

よ

り

左

右
せ

ら

る

ゝ

に

至
つ

た
切

で

あ

る
｡

蓋
し

外

交
圃
係
が

外

囲
公

債
等
の

相

場
収

影
響
あ

る

は
､

第

哀
歓
洲
大

戦
を

終

結
せ

る

ヴ
ェ

ル

サ

イ

ユ

婿
和

條
約
に

於
て

私

有

財
産
不
可

侵
な
る

国

際
法
上
の

原

則
む

破

り
､

戦
勝

国

は

敵
国

私
有
財
産
を

清
算

､

之
む

自
国
民
の

.
貸
方

勘
定

と

相
殺
せ

る

が

如
き

先

例
も

あ
る

の

み

な

ら

す
､

外

交

関
係
断
絶
又

は

戦
争
田
鹿
と

共
に

交

戦
国
豪
が

塑
肌

締
結
せ

る

妄
の

契
約
は

効

力
を

停
止
又

ほ

失
効

す

る

が

如
き

事
態
む

見
る

に

至

る

が

焉
め

な

る

べ

し

と

恩
は

る
｡

斯
く
の

如

く

し
て

英
米

市
場
に

於
け
る

諸
外

国
公

債
の

相
場
は

､

英
米
と

営
該
公

債
黎
行
諸
外

国
と

の

間
に

於
け

る

重

要

外
交
問
題
の

解

題
如

何
に

よ

り

動
描
す

る

こ

と

と

な
つ

た
｡

而
し

て

其
の

反

面

に

英
米
市
場
に

於
け
る

外

囲
公

債
相
場
の

推
移
た

観
察
す

る

時

は
､

英

軍
亡

関
係
列

国

と
の

外

交

関
係
急
迫
の

程

度
如

何
が

窺
は
る

1

の

で

あ

る
｡

.
更
に

的

確

望
口

へ

ぼ
､

過

去
に

於
け

る

日

英
米
外
交
関
係
の

推
移
は

､

倫
敦

又

は

紐
育
に

於
け
る

日

本
政

府

軍

冨
英
貨
又

は

米

貨
外

債
相
場
の

欒
動
に

よ

り

窺
ひ

得
る

の

で

あ

る
｡

殊
に

興
味

生
者
心

く

は

昭

和
六

年
九

月

十

八

日

清
洲

事
変

勃
蚤

､

緩
い

て

同
年
十
二

月

十

言
H

本
部
に

於
け

る

金

輸
出

再

禁
止

､

翌

昭

和
七

年

盲
二

十

日

上

海
事
件
勃
聾

､

同

五

月

十

音
､

五

二
五

事
件
突
聾

､

同

七

月

資
本
逃

避

防
止

法
が

賛
施
せ

ら

る

1

に

至

る

の

間
､

英
米
市
場
に

於

望
本
邦
外

貨
相

場
の

↑

落
の

程
度
は

病

者
略

孟
ハ

の

軌

里
に

し
､

例
へ

ぼ

六

分
利
葵
貸
公
債
の

昭

和
六

年

音
最
高

相

彗
〇

五

韓

7

琴

慧
一

〇

〇

舜
に

付
)

な
り

し
も
の

が

前
記
悪

材

料

警
接
し
て

管
し
に

よ

且
脚

吹

↑

落
､

同
七

年
六

月
に

豊
六

望
傍
に

下

落
し

た
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〔

八
)2

一

橋

論

叢

第
七

春

草
大

坂

る

に

封
し

､

紐
育
に

於
け

る

六

分
牛

米

貨
公

債
は

､

昭

和

六

年
七

月
に

於
て

一

〇
七

絹

弗
(

額
面

一

〇
〇

弟
に

付
)

の

も
の

が
､

由
和

七

年
五

月
に

は

五

二

舛
弗
に

下

落
し

た
の

で

あ

る
｡

右
に

よ

り

洒
洲

事
件
に

件
ふ

日

本
と

英
米
関
係
と

の

外
交
関
係
が

如

何
に

悪

化
し

､

又

昭

和

七

草

斉
及
三

月

に

於
け

る

井
上

蔵
相

､

圏

男
欝
の

暗
殺

､

惹
て

は

五
･

芸
事
件
等
贅
生
の

薦
め

本
邦

財
政

上
の

信
用
が

葵
米
に

於
て

如

件
に

顛
落
せ

る

か

を

知
る

に

足

り
､

更
に

其
程
度
は

後
者
に

於
て

甚
し

か

り

し

こ

と

が

判
か

る

の

で

あ

る
｡

然
る

に

其
の

後
本
邦
に

於

け
る

政

情
徐
々

に

安
定

､

五

月

五

日

調
印
の

上

海
停
戦
協
定

は

五
･

一

五

事
件
蟄
生
に

拘
ら

す

着
々

貿
行
せ

ら

れ
又

国
際

聯
盟

と

本
邦
政

府
と
の

聞
に

於
け

る

清
洲
問
題
に

師
す
る

季
議
も

梢
ミ

妥
協
の

気
道

あ

り

し

が

故
に

英
米
市
場
に

於
け

る

本
邦
公

債
に

封
す

る

信
用

は

徐

徐
に

回
復
し

､

同

七

年
十

月

英
貨
公
債
は

最
低
七

四

酵
､

同

九

月
米

貨
公

債
は

最
低
六

二

弗
を

示

す

に

至
つ

た
｡

然
る

に

身
の

複
米
国
に

於
て

は
ス

チ

ム

ソ

ン

国

務
長
官
の

意
見
に

よ

り
､

清
洲

事
件
に

閲
し

日

本
に

封
す

る

歴
迫
漸
次
加
は

カ
､

英
国

も
亦
米
国
に

追
従
し

て

国

際
聯
盟

合
議
に

於
て

日

本
に

封
す
る

態
度
強

化
し

､

之
が

薦
め

日

本
は

昭

和

八

年
三

月

二

十

七

日

聯
盟

を

脱
退

す
る

に

至

り
た

る

が

故
に

､

右

外
交
上
の

形

勢
を

反

射
し
て

英
貸
公

債
は

同
年
二

月

再
び

最
低
五

什

辞
に

下

落
し

､

米

貨
公

債
は

更
に

甚

し

く
最
低

四
六

弗
に

下

落
せ

る

の

で

あ
る

｡

即
ち

此
の

鮎
よ

り

観
察
す

れ
ぼ

､

囲

際
聯
盟

脱
退
昔

時
灯

於
仕

る

日

本
と

米
国
と
の

外
交

圃

係
は

､

日

本
と

英
国
と

の

関
係
よ
り

も
ー

屠
急
迫
し

､

更
に

極

言
す
れ

ば

現

時
に

於
け

る

米

貨
公

債
六

三

%
弗
な
る

と

封
比

す

れ
ぼ

常
時
に

於
け

る

日

米
関
係
は

緊
迫
の

程
度
は

今
日
の

夫
よ

り

も

甚
だ

し

か

り

し

と

も

言
ひ

得
る

の

で

あ
■
る

｡

(

尤
も

昭

和

聖
二

月
三

十

∵
日

米

図
は

弗

償
切

下

ぼ

を

決

定
､

諸
物

竺
般
に

騰
貴
し

､

本

邦
公

債
も

同

株
高

値
と

な

り

し

関
係

も

あ
る

｡

附

魔

竺
表
参
照
)

蓋
し

常
時
の

日

米
外

交

関
係

は

所

謂
一

筋
郎
馨
の

状
態
に

あ
■
り

た

り
と

唱
へ

ら

れ

た
の

で

あ

る
｡

之
に

反

し

英
国

は

寧
ろ

米
国
に

引

き
づ

ら

れ
日

本
に

封
し

強

硬
な

る

態
度

聖
不

し

た

る

に

過

ぎ

す
､

又

イ

ギ

リ

ス

と

し

て

は
､

支
那
其
の

他
極

東
問
題
に

付
重

要
な
る

利
害
関
係
を

有
す

る

鮎
に

於
て

米
国

と

5 7 8
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紳

紳

-

.

津

具
る

も
の

あ
る

む

以

て
､

米

囲

政

府
に

於
け
る

が

如

く
主

義
上

よ

り

の

み

日

本
と

専
を

構
へ

る

を

不
利
と

し
､

日

本
に

封
し
て

は

出

奔
る

だ

け

安
協
的
外

交
政

策
を

探
り

た

る

乞

と

が
､

英
貨
公

債
相
場
の

上
に

歴

然
と

現

れ

た
の

で

あ

る
｡

前

記

急
迫
せ

る

日

米
外
交

関
係
は

昭

和
八

年
三

月
の

日

本
の

聯
盟

脱
退
に

よ

り

其
の

極

鮎
に

達
し

､

日

本
は

米
国
の

挑
戦
的
態

度
に

封

し

て

断
乎

た
る

態
度
む

以
て

迎
へ

た
る

が
､

米
国
政

府
と

雄

ど

も
イ

ギ

リ

ス

側
が

米
国

と

同
一

態
度
を

探
ら

ざ
る

取
り

､

革
猫
に

日

本
に

封
し

事
を

構
ぶ

る

の

勇
な

く
､

而
し
て

英
国
は

前
記
の

如

く
支

部
に

於
て

重
大

な

る

経
済
利
益
を

有
す
る

陶
係
上
日

本
と

事
を

構
ふ

る

こ

と

を

好
ま
ざ

り

し

に

付
､

勢
ひ

日

米
外
交
関
係
も
徐
々

に

順
調
に

復
す

る

と

共
に

､

米

貨
公

債
も

亦

漸
次
其
の

傾
格
を

回
復
し

､

昭

和
八

年
七

月

に

は

米
貨
六

分
利
公

債
は

最
高
九

〇

%
弗
を

示
し

､

右
に

坪
庭
し

英
貸
六

分
利
公

債
も

亦
倫
敦
に

於
て

同

年
七

月

に

は

最
高

九
六

オ
辞
を

示

す
に

至
つ

た
の

で

あ
る

｡

斯
く
し
て

浦
洲

事
欒
蟄
生

､

惹
て

は

国

際
聯
盟

脱
退
に

封

す

る

日

本
と

英
米
南

国
と

の

外
交

関
係
の

悪
化

も
､

英
米
両

国
外
交
の

不
一

致
の

薦
め

経
済
制
裁
の

適
用

と

云

ふ

が

如

き

最
悪
の

事
態
迄

到

達
す
る

に

至

ら

す
し

て

止

み
､

紐
育
に

於
け

る

六

分
利
牛

外

貨
公
債
相
場
は

昭

和

九

年
に

於
て

最
高

九

六

%
弗

､

最
低

八

五

弗
､

同
十

年
に

は

最
高

一

〇

〇

弗
､

最
低
九
〇

弗
､

-

同
十

一

年
に

は

最
高

一

〇

〇

%
弗

､

最
低
九

一

弗
を

､

支

那
事
欒
勃

尊
前
の

昭

和

十

二

年
六

月
に

於
て

最
高

一

〇

〇

%
弗

､

最
低
九
八

%

弗

聖
不

し
､

殆
ど

清
洲
事
欒
勃

警
別

の

状
態
迄
に

同

復
し

た
の

で

あ

る
｡

之
と

等
し

く

倫
敦
に

於
け
る

本
邦
外
貨
公
債
相
場
も
昭

和

九

年

に

於
て

最
高

九

五

%

酵
､

最
低
八

五

経
､

同

十

年
に

於
て

最
高

九
六

%
辞

､

最
低
八

六

膀
､

同

十
一

年
に

於
て

は

最
高
九
七

好
､

.

最
低
八

四

辞
､

叉

同

十

二

年
六

月

支
部
事
欒
勃
尊
前
に

は

最
高
九

四

%
辞

､

最
低
九

一

%

醸
を

示

し

た
の

で

あ
る

｡

然
る

に

昭

和

十

二

年
七

月

七

日

支
部
事
欒
勃
聾
す

る

と

共
に

日

本
政

府
に

於
て

は
､

只

管
不

瑛
大
方
針
に

よ

り

事
件
を

北

真
一

角
に

制

0
/

29

限

せ

ん

と

し

た

る

に

淘
ら

ず
､

八

月

九

日
に

は

上

海
事
件
勃
聾
す
る

が

如

く
､

戦
禍

は

漸

次
全

文
に

禰
浸

し
､

英
米
と
の

聞
に

は

十
二

月

5 7
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簡

係



n
U3

一

橋

論

葦

第
七

巻

第
六

綾

南
東
隣
落
の

際
の

バ

ネ

一

視

事
件
等
の

如

く

外
交
上

種
々

の

難
問
題
む

惹
起
せ

る

が

故
に

､

英
米

市
場
に

於
け

る

本
邦
外
貨
公

債
相

場
は

再
び

漸
次
下

落
の

一

途
む

辿

り
､

紐
育
に

於
け
る

最
高

､

最
低

､

平
均

相

場
は

同

年

七

月
に

は

九

六

舛
弗

､

八

月
に

は

八

五

弗
､

九
月

に

は

八
六

ガ
弗

､

十

月
に

は

七
二

毎
に

下

落
し

､

又

倫
敦
に

於
け

る

英
貨
公
債
相

場
も

七

月
に

は

平

均

八
八

%
酵

､

八
月

に

は

七
叫

〆
辞

､

九
月
に

は
七

〇

ガ
辞

､

十

月
に

堅
ハ

三
′弛
酵
に

下

落
せ

る

の

で

あ

る
｡

其
の

後
同

年
･

二
月

六

日

日

漏
伊
防
共
協
定
調
印
せ

ら
れ

た

る

が
､

右
を

契
機
と

し

て

本

邦
外
交

方
針
は

礪
伊
と

結
ん

で

英
露
む

牽
制
せ

ん

と

す

る

の

傾

向
む

生

じ

た
る

が

薦
め

､

倫
敦
に

於
け

る

本

邦
英
貨

公
債
は
璽

昭

和

十
=

毎
に

至

り

益
ミ

下

落
年
平

均

五

三

松
と

な

り
､

更
に

昭

和

十

四

年
に

は

八

月

天

津
問
題
の

決

裂
､

九
月

三

日

第
二

次

一

欧
洲
大
哉

勃
蟄
せ

る

焉
め

年
平

均

ドリ

五

滋
醇
に

暴
落
す

る

に

至
つ

た
｡

尤
も

同

年
八

月

二

十

三

日
に

は

猫
蘇
不

可

侵
條
約
の

調
印

あ

り
､

之
む

契
椒
と

し
て

平

沼
内

閣
は

所
謂

｢

欧
洲

情
勢
複
雑

怪
奇
+

な

り

と

し

て

前

職
し

､

次
に

成
立
し

た
る

阿
部
内

閣
及

十

五

年
}

月

二

十

六

日

成
立

せ

る

米
内

内

閣
は

､

支
部
専
欒
解
決
に

専
念
し

第
二

次

欧

●

洲
大

戦
に

封
し

努
め

て

不

介
入
の

方

針
を

探
用

し

た

り

し

が

故
に

､

六

分
利

英
貨
公

債
の

相
場
は

昭

和
＋

四

年

九
月
一
二

日

第
二

次

欧
洲
大

哉
勃
蟄
以

後
却
て

漸
次

璽
貝

し
､

十

五

年
一

月
に

は

平
均

五

七

光
膀

(

雪
川

六
(リ
ガ
傍

ご
顆

低
五

四

撃

に

同

復
し

た

る

が
､

右
米
内

内

矧
下

に

於
て

も

英
国

側
希
望
の

如

く

日

本
と

猫
伊
枢
軸
側
と

の

連
鎖
は

絶
た

れ

す

却
て

漸
次

強
化

せ

ら

れ

ん

と

し
､

又

在
支

英
国

権
益

排

撃
の

国
論
盆

ミ

甚
だ

し

く
な

り
､

更
に

欧
洲

に

於
て

は

英
軍
の

成
績
益
ミ

不

良
と

な

り

し

に

付
､

同

年
二

月

以

降

英
貨
公

債
は

再
び

下

落
し

始

め
､

猫
彿
休

戦
僕
約
調
印
の

同

年

六

月
に

於
け
る

平

均

相
場
は
三

三

跨
に

暴
落
し

､

更
に

日

濁
伊
同

盟

條
約
の

影
響
む

受
け

た
る

同

年
十

月
の

平
均

相
場
は

二

〇

酵
(

最
低

相

竺
七

穆
)

と

云
＼

ふ

が

如

き

驚
異
に

催
す

る

下

落
振
り

堅
不

し

た
｡

其
の

後
柏
ミ

回

復
せ

る

も

本

年
三

月

平

均

相
場
は

二

五

酵
､

日

蘇
中
立

條
約
の

影
響

峯
受

け

た
る

四

月

十
五

日

に

は

二

四

膀
に

下

落
し

､

最
近

着
倫
致

電
報
に

よ

り

四
月

三

郎

破

P

.叶

翁

5 8 0
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･
外

.

.

.

･

鍵

十

日
の

相
場
は
二

〇

形
好
む
二

不

し

た
｡

之
れ
に

反
し

六

分
牛

米
貨
公

債
は

昭

和

十

二

年
十

一

月

締
結
の

日

猫
伊
防
共
協
定
の

影
響
を

受

け

た

り
ノ
と

認

め

ら
る

べ

き

同

年
十

月
の

平
均

相
場
は

七

三

弗
(

最
高

七

八

弗
､

最
低

六

七

%
弗
)

に
▲
下

落
せ

る

が
､

其
の

後
右
防
共
協
定
の

締
結
に

よ

り

日

本
は

必

ず
し

も

枢
軸
胤
に

走
る

も
の

と

見
撤
す
べ

か

ら

ず
と
の

輿
論
米
国
に

於
て

強

く
な
り

し

篤
め

相
場
は

漸
次

回

復
し

､

同
十

二
月

に

は

平

均

七

八

雑

弗
､

昭

和

十

三

年
平

均
.

は

七

四

弗
､

昭

和
十

四
年

平
均

は

七

五

ガ

弗
､

晦
和
十

五

年
三

月
の

江
南
京
政

櫨
成

立
に

も
､

又

同

年
六

月
の

猫
彿
休
戦
條
約
締

結
に

も

何
等
の

影
響
む

受
け

ず
､

同

年
七
月
の

平

均

相
場
は

八

三

光
弗
の

高

き

を

示

し

た
｡

右
は

常
時
に

於
け

る

本
邦
官
民
外

交
の

標
的

､

■
が

打

倒
英
国

を

主

と

し
､

米
国
と

の

間
に

は

依
然
と

し

て

最
後
の

段
階
迄

平

和

関
係
を

維
持
せ

ん

と

す

る

の

情
勢
を

示

せ

る

結
果
な

り

と

見
る

べ

き
で

あ
る

｡

然
る

に

同

九

月
二

十

七

日

日

猫
伊
同

盟

條
約
調
印
を

見
､

日

本
は

猫
伊
根
軸
側
に

走
る

も
の

に

非
す
と
の

見
解
が

裏

切

ら

れ

た
る

や
の

観
あ

り
た

る

に

付
､

其
の

影
響
を

受
け

た

る

十

月
に

於
け
る

平

均

相
場
は

五

九

雑
弗

(

最
高

六
八

%

弟
､

最
低
五

八

%

弗
)

に

暴
落
し

た
｡

尤
も

爾
後
日

猫
伊
同

盟

條
約
後
に

於
て

も
､

本
邦
と

し

て

は

依
然
日

米

哉
季
む

回

避

せ

ん

と

し
､

猫
逸

側
も

亦
日

本
の

同

盟

参
加
は

米
国
の

参
戦
を

防
止

せ

ん

と

す

る

を

眼

目

と

し
､

日

本
を

戟
季
に

引
入

れ
ん

と

す

る

意

向
無
き

こ

と

米
国

に

於
て

明
白
と

な
る

に

礎
ひ

､

米
貨
公
債
の

相
場
は

英
貸
公

債
の

場
合
と

異
り

直
に

回

復
し

､

昭

和
十

五

年
十

一

月

に

於
け

る

平

均

相
場
は
七

〇

好
弗
と

な

カ

一

た
る

が
､

同
十

一

月
に

日

支

基

本

條
約
の

調
印
あ
■
り

､

支

部

問
題
に

関
す
る

日

米

間
の

妥
協
容
易
な

ら

ざ
る

こ

と
が

見
越
さ

れ
た

る

も
の

と

見
え

十
二

月
平

均

相
場
は

六

五

%
弗
に

十

六

年
一

月
に

は
二
ハ

三

誠
弗
に

下

落
し

た

る

が
､

米
国

武
器

援
助

法
成
立
せ

る

三

月
に

は

更
に

六

二

〆

費
最
高
六

五

%

弟
､

最

低
六

一

%
弗
)

に

下

落
し

､

日

蘇
中
立

條

約
調
印
の

影
響
む

受

け

た
る

四

月
十

五

日

相
場
は

更
に

六

〇

舛

弗

に

下

落
し

､

其
後
欧
洲
方

面
に

於
け
る

英
軍
の

形

勢

冬
不

良
と

な

り
､

米
国
に

於
け
る

英
国

援
助

熱

雫
強

化
し

､

国
務
長
官

菜
園

紳

外
貨
公

債
相
場

と

外
交

と

の

鞠
係



一

橋

諭
･
叢

第
七

巻

第
六

家

光

大

統
領
の

米
国

軍
艦
護
迭

誼
資
硯

可

瀧
性

を

示

す

や

四
l

月
二

十

五

日

に

於
け
る

相
場
は

六

〇

弗
の

開
門

を

破
り

五

九

%
弗
に

暴
落
す
る

に

8 2亡

｢+

至
つ

た
｡

尤
も
日

蘇
中
立

保
約
締
結
後
に

於
て

も
日

本
の

外
交
方
針
と

し
て

は
､

南
進

論
俄
に

強

化
せ

ざ
る

も
の

と

見
越
さ

れ
､

日

本
は

依
然
と

し
て

封
米
平
和

論
に

終
始
し

､

橡
岡

外
相
渡
米
詭
等
の

出
で

凝

る

篤
め

か
､

四
月

三

十

日
の

相

場
は

六

〇

%
弗
に

回
復
し

､

殊
に

一

時
六

三

%
弗
と
云

ふ

齢

如

く
日

赤
中
立

僕
約
締
結
又

は

武
各
線
助

法
成
立
以

前
の

相
場
に

回

復
せ

る

の

で

あ
る

｡

之
を

要
す
る

に

昭

和
八

年
国

際
聯
盟

脱
退

前
後
に

於
け
る

日

米
外
交
関
係
は

､

外
貨
公
債
相
場
の

上

よ

り

観
察
せ

ぽ
日

英
外
交
関
係
よ

か

り

も

更
に

意

地
せ

る

気
味
あ

り

た

る

が
､

昭

和

十

二

年
目

猫
伊
防
共
協
定
成
立
以

後
は

日

英
外
交

関
係
は

､

封
米
外
交
関
係
に

此

し
一

骨

意
化
せ

る

を

如

貿
に

示

し

た
｡

即
ち

米
国
に

於
て

は

右
目

猶
伊
防
共
協
定

は
､

日

本
と

し

て

寧
ろ

封
蘇
関
係
の

薦
め

締
結
せ

ら

れ

た
る

も

の

な
る

こ

と
､

総
て

之
が

蔑
め

日

本
を

猫

伊
同

様
所
謂
仝

饅
主

義
園

､

又

は

枢
軸
国
の

一

点
と

し

て

取

扱
ふ

を

不
可

と

す
る

の

見
解
多
か

り

し
が

故
に

､

第
二

次

欧
洲
大

戦
勃
聾

後
英
貸
公

債
の

下

落
は

益
ミ

甚
し
き

も
の

あ

り

た
る

に

此

し
､

米

貨
公

債
の

下

落
は

左
し

た
る

こ

と
が

な
か

つ

た
｡

然
る

に

昭

和
十

五

年
九
月

二

十

七

日
の

日

猫
伊
同

盟

傑
約
の

締
結
に

よ

り

前
記
日

本
は

枢
軸
陣

営
に

非

ず
と

の

見
解

は

裏

撃
ち

れ
､

又

右
三

園
同

盟

保
約
は

日

本
の

説
明
す

る

通

り

攻

守
同

盟
に

非

す
､

米
国

参
戦
の

防
止
に

よ

り

戦
闘
が

欧
洲
方
面

以

外
に

波
及

せ

ざ

ら
ん

こ

と

を

目

的
と

す
と

す

る

も
､

右
は

米
国
の

輿
囲

と

詔
む
べ

き

英
国
を

孤
立
せ

し

む

る

を

目

的
と

す

る

も
の

な
る

に

付
､

固
よ

り

米
国
の

自
負
心

む

多
大
に

傷
け
る

も
の

に

属
す

｡

依
て

右
同

盟

條
約
締
結
を

機
と

し

米
貨
債
は

二

四

弗
と

云

ふ

が

如

き

大

巾
の

暴

落
を

示
せ

る

が
､

其
の

後
石
保
約
締
結
に

関
す

る

本

邦
の

虞
意

徐
々

明
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約

調

印

二

十

8

日

支

基

本

條
約

調

印

也

鏑

破

磯
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十 十

｡

日

米

図
式

券

譲

渡
法

成

立

日

日
ソ

中

立

條
約

調

印

備
考

相

場
表
の

大

字

ほ

其
の

年

に

於

け
る

最
高
低

相

場
を

示

す
｡

節
二

本
邦
外
貨
公
債
の

内
外
に

於
け
る

相
場
の

差
異

次
に

研

究
す
べ

き
こ

と

は
､

本
邦
は

欧
大
陸

､

中
南
米
諸
国

､

安
部
政

府
等
蟄
行
の

公
債
と

異
り

､

.
曾
て

外
貨
公

社
債
に

封
し

元

利
の

支

珠
を
ム

且

つ

た
こ

と

が

な
い

｡

昭

和
六

年

末

囲
崩
壊
は

､

列

国
の

本
邦
品
に

封
す

る

経
済
歴
迫
の

結
果
不

利
と

な

れ

る

本

邦
の

園
贋
貸

借

が

調

節
せ

ら

る

べ

き

白
然
の

現

象
な
り

と

も

言
ひ

得
る

｡

然
る

に

列

国
は

右

固
貨
下

落
む

理

由
と

し
一

骨
本

邦
よ

り
の

輸
出
品
に

封
t

歴

迫
甘

加
へ

､

差

別

的
高
閲
瞭
の

適

用
､

厳
格
な
る

輸
入

割
嘗
の

箕

行
等
む

為
す
に

至
つ

宅

是
等
の

事
情
に

由
り

､

本

邦
の

外

貨
公

債
に

封
す

る

元

利
の

真
珠
は

甚
だ

困
凝
な
る

に

至
つ

た
｡

併
も
英
米

市
場
に

於
て

は

新
た

な

る

本

邦
公

債
の

募
集
借
換
へ

に

封
し

好

意
的
態

度

を

探
ら
ざ

渇

に

拘
ら

す
本

邦
政

府
及

関
係
語
脅
杜
等
は

断
乎
と

し

て

外
債
利
子
の

支
沸
む

栂
繚
し
っ

ゝ

あ

る

の

で

あ
■
る

｡

従
て

英
米
市
場

に

於
け

る

本
邦
外
貨
公

債
相
場
は

､

英
米
首
該
固
の

公
債
相
場
と

同

株
の

億
値
を

有
せ

ざ
る

と

す
る

も
､

少

く
と

も
清
洲

専
攣
黎
生

以

前

37

の

相
場
と

大

差

な

き

も
の

を

維
持
す

る

も
■
差

凌
な

き

次

第
で

あ

る
｡

即
ち

一

九
二

二

年
(

昭

和

六

年
)

七

月

倫
敦
に

於
け

る

六

分
利
本
邦
公

外
資
公

債
相

易
と

外
交
と

の

関

係

′ 5 8 7
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一

橋

論

叢

隼
七

巻

第
六

班

債
相
場
は

さ
五

経
に

封
し

､

英
貸
四

分
利
公
債
相
場
は

九
五

蒜
で

あ

り
､

又

完
二

≡
年

(

昭

和
八

年
)

十

二

月
二

十

九

晶
敦

宗
関

空
買
裂
前

紐
育
に

於
け
る

六

分
骨
本
邦
公

債
相
場
が

八

六

光

弗
な

り

し
に

封
し

三

好
%

､

米
国
々

庫

唇
弁
の

相
場
は

九

八

雅

言

弗
に

5

し

て

本
邦
外

貨
債
と

英
米
公

債
と
の

間
に

大
差

な
か

り
し

が
､

最
近

は

倫
敦
に

於
て
コ

ン

ソ

ル

公
債
は

一

石
%
酵
な

る

に

封
し

､

本

邦
六

分
利
外
貨
債
は

二

十

酵
見
雷

､

史

紐
育
に

於
て

米
国
々

属
僚
券
は

岩
七

･

三

弗
な

る

に

封
し

､

本
邦
六

分
牛
外
貨
債
は

六

三

弗
見

常
に

下

落
せ

る

を

見
れ

ぼ

如

何
に

も
､

本
邦
外
貨
債
の

下

落
程
度
の

甚
し

き

に

驚
か

さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

浅
に

六

分
利
英
貨
公

債
の

本
邦
に

於

け

る

最
高

相
場
は

､

昭

和

十
二

年
四

月
に

於
て

平
均

｢

九
二

六

囲
(

骨

蒜
倫

敦
に

於

け
る

相

場
は

八

九
レ

完
至

八

六

療
)

聖
不

し

居
れ

る

が
､

之
れ
計
こ

周
新
二

志
二

片
と

し
て

計
算
す

れ
ぽ

､

額
面

6
0

囲
に

付

二
二

固
の

相
場

聖
不

し

居
る

勘
定
で

あ

る
｡

又

常
時

若
し

右
外

貨
債
を

∵
志

二

片
の

環
巻
に

て

本

邦
に

取

寄
せ

得
た

り

し

と

せ

ぼ
､

静
記

倫
敦

相
場
よ

り

換
算
し
て

東

京
相
場
は

｢

五

三

四

囲
乃
至
二

､

四

七

四

囲
と

な

る

べ

く
而
し
て

右
に

封
し

収

得
す
べ

き

利
子

は

さ
二

固
九
〇

な

る

が

故
に

其
の

利
廻

り

望
ハ

分
三

厘

乃
至

七

分
に

相
督

す

る

勘

定
で

あ

る
｡

(

束

京

相

場
に

よ

る

も

利

過

り

五

分
四

厘

に

相

宵

す

る
)

尤
も

政

府
は

支
部
事
攣
蚤

生

後
外
貨
債
特
別
税
な

る

も
の

を

設
け

､

利
率
年
四

分
を

超
過
す

る

も
の

に

封
し
十

分
の

七

の

課
税
を

為
す

に

至

り

た

る

等
の

事

情
に

よ

り
■
現

在
の

東
京
相
場
は

一

､

四
〇

〇

囲
に

下

落
し

居
る

も

伺
顔
面
二

〇

〇

囲
に

付
八

一

囲
の

相
場
を

示
し

て

居
る

｡

蓋

し

本
邦
に

於
け
る

外

貨
公
債
相

場
は

倫
敦
に

於
け

る

外

貨
相

場
の

挙
動
に

は

殆
ど

影
響
な

く
､

本
邦
に

於
て

他
の

公

債
利
麹

と
の

比

較
及

外
貨
公

債
に

封
す
る

特
別
課
税
率
の

如
何
に

よ

り

偵
格
を

決

定
し
て

居
る

｡

右
は

外
国

為
替
管
理

令
の

適
用

上

是
等
下

落
せ

る

外

債
を

如

何
に

有
利
な

る

も
､

本

邦
に

取

寄
す
る

こ

と

不
可

能
な

る

薦

め
■
で

あ

る
ぐ

の
て

此
の

際
外
国

人
等
に

し

て

倫
数

等
に

於
て

右
極
端
に

下

落
せ

る

本
邦
英
貨
公

債
等
を

買
入
れ

る

も
の

あ

ら

ぼ
､

或
は

奈

翁
我
等
の

際
大

暴
落
せ

る
コ

ン

ソ

ル

公

債

藍
見

入

れ
て

革
富
を

環
せ

る

ロ

ス

チ

ャ

ル

ト

の

攣
に

倣
ふ

こ

と
が

出
発
る

の

で

あ

る
｡

鵬

*

も

鵬
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熊

井

t
ノ

ー

加

米
貨
公

債
の

場
合
に

於
て

も

程
度
に

於
て

差

あ

る

も
紐
育
と

本
邦
と
の

間
に

於
て

外

貨
公

債
相
場
の

上
に

大
差
あ
■
る

こ

と

は

英
貸
公
債

の

場
合
と

等
し

く
､

外
国
に

於
け
る

所
有
者
は

甚
だ

好

利
廻

り
に

浴
し
っ

ゝ

あ

る

も

危
険
率
の

上
か

ら

外

囲
に

て

は

相
場
が

大
い

に

下

落

し

て

居
る

の

で

あ

る
｡

即
ち

昭

和

十
二

年
中
東
京
に

於
け
る

六

分
牛

米

貨
債
の

最
高

相

場
は

､

同

年
三

月
の

三

空
園

､

昭

和

十

五

年
中

の

最
高

相
場
は

四

月

及

六

月
の

四
一

三

囲
七

〇

な
る

が
､

右
利
廻

り
′
は

常
時
の

為

替
相
場
よ

り

換
算
し
て

､

前
者
は

五

分
八

厘
､

後

者
は

五

分
六

厘
に

相
常
し

､

右
昭

和
十

五

年
四
月

及
六

月

に

於
け

る

四

三
園
見
首
の

相
場
な

ら

ば
､

為
替
相
場
よ

り

換
算
し

】

0

0

園
に

付

九
三

園
に

相
督
す

る

が

故
に

､

現
に

邦

貨
五

分
利
公

債
が

一

〇
五

囲

聖
不

し

居
る

に

比

し

備
傾
称
割
合
低
き

も
の

と

言
は

ぎ

る

を

得
な
い

｡

錦
六

分
平
米

貸
相
場
は

昭
和

十

五

年
十

月
以

彗
宍
○

囲
に

下

落
し

居
る

が
､

右
は

外

貨
特
別
税
が

其
の

後
引
上
げ

ら

れ
､

利
率
四
分
以

上

十

分
の

七
の

課
税
を

受
く
る

こ

と
ゝ

な

り
､

六

分
牛
米
貨
公
債
は

手
取

り

四

分
七

厘

五

毛

と

な

り

た
る

焉
め

に

し

て
､

右
利
子

は

封
米

為
替
相
場
に

換
算
し

三

六

〇

園
に

封
し

五

分
六

厘
に

首
る

勘
定
で

あ
る

｡

然
ら

ば

英
米
外
貨
公
債
の

本
邦
に

於
け

る

相
場
は

､

本
邦
内
国

債
の

相
場
に

比
し

大

醍
常
を

得
て

居
る

に

拘
ら

す
､

何
故
英
国
に

於
け

る

六

分
利
外

貨
債
の

利
殖

り

は

時

偶
に

封
し

箕
に

三

割
三

分
三

厘
､

又

六

分
年

利
米
貨
債
は

時

偵
に

封
し

一

割
五

歴
と

云

ふ

が

如
き

高

率
と

な

溝
と

云

ふ

に
､

葉
に

於
け
る

本
邦
外

貨
債

保
持

者
よ

り

見
れ
ぼ

､

清

爽
に

於

望
日
本

財
政
の

支

埠
能
力
に

封
し

多
大

宗

安
あ

る

外
､

常
該
国
と

日

本
と
の

外
交
関
係
の

如

何
に

由
り

解
凍
本
邦
政

府
は

他
の

諸
外
国
の

為
し

た

る

と

こ

ろ

に

倣

空
耳
金
の

贋
造
を

軍
盲
る

は

勿
論

､

外
債
利
子
の

未
沸
又

は

減
額
を

何
時

敢

行
す
る

に

至

る

な

き

を

保
せ

ざ

る

が

焉
め

で

あ

る
｡

(

完
三

二

年

希
脱
に

於
て

通

貨
が

↑

落
し

､

外

貨
公

債
に

封
す
る

利
子
の

支

沸
に

困
難
を

感
じ

た

る

際
､

発

癌
政

府
は

右
外
貨
公
債
に

封
す

る

利
子

に

充
つ

る

9

雷
､

下

落
前
に

於
け
る

希
貸
の

米
貨
に

封
す
る

慧
口

相
場
に

よ

る

相
常

習
､

利

妄
沸

習
に

於

望
物
情

璧
艮

率

完
じ

宅
も

58

外

貨
公

債
粕

湯
と

外
交

上
の

圃
僻



八

じ止
上

一

橋
鵬

論

費
や

第
七

巻

第
六

鍍

の

真
珠
ふ

を

以
て

足

れ

呈
し

駕

其
の

理

由

浣
晩
に

於
て

贋
が

↑

要
る

も
､

物
傾

質
せ

ざ
る

腎
希

貨
の

購
買
力
は

､

森

野

貸
下

落
前
と

同

左
る

勘
定
な

る

が

故
に

､

外
貨
公
債
所
有
者
に

封
し

希
貸
↑

落
前
の

物
憎
む

基

礎
と

し
1

其
の

後
に

於
け

る

蒔
貴
率
だ

5

け

希
貨
真
珠

警
増
加
す

る

を

以
て

足

れ

り

と

し

た
の

で

あ

る
｡

而

専
有

外
貨
公

債
利
子
に

克
つ

べ

き

希
貨
は

､

外
貨
葛
巻
の

獲
得
し

得

る

迄
希
嵐
中
央
銀
行
に

積
立
て

置
く
に

止
む

る

こ

と
1

し

た
｡

右
に

似
た
る

制
度
は

､

支

部
専
欒
後

室
郡

海

綿
に

於
て

も
探
用
し

日

下

外

貨
公
債
の

利

子

支
彿
の

賃
め

支
部
の

通
貨
む

中
央

銀
行
に

於
て

積
立
て

居
る

の

で

あ

る
D

)

加
之

更
に

日

本
と

英
文

は

米
と
の

間
の

外
交

関
係
断
絶
し

､

我
等
と

な

る

が

如

き

場
合
に

於
て

は
､

戦
寧
申
利
子
の

支

沸
等
は

全

然
行
は
れ

ぬ

こ

と
1

な
る

の

み

な

ら

す
､

第

哀
歓

洲
大

戦
の

例
に

よ

る

に
､

英
米
に

於
て

勝
利
を

得
ざ

る

限

少
､

右
英
米
人
の

所
有
す

る

外

貨
公

債
は

本
邦
人
が

､

英
米
政

府
又

臥

英
米
人

に

封
し
て

有
す

る

債
樺
の

安
雄
と

相
殺
せ

ら

れ

其
の

結
果
殆
ど

無
傾
倍
と

な
る

か

も

保
し

難
い

｡

仮
に

選
米

側
が

勝
利
む

占

む
る

こ

と

～

な

る

も
､

本
邦
の

哉
季
に

因
る

財
政

上
の

破

綻
の

薦
め

､

外
貨
公

債
の

支

彿
た

不
可

能
と
す

る

こ

と

第

哀
歓
洲

大

戦
後
に

於
け
る

猫
嘆

蘇
等
の

例
の

如

く
な

る

も
の

と

記
む

る

が

矯
め

と

言
は
ね

ば

な

ら
ぬ

｡

穿
ミ

英
米

市
場
殊
に

商

者
に

於
て

は

本
邦
外

貨
公

債
が

､

上

記
の
･

如
き

暴
落
し

居
る

も
の

と

認
め

な

け

れ
ぼ

な
ら

な
い

｡

因
に

昭

和
十

四
年
末

に

於
け
る

本

邦
外

貨
公

社
債
の

絶
額
は

約
十

八

億
囲
な
る

が

内

少

な

く
と

も

三

分
の

一

は

在
本

邦
日

本
人
が

所
有
す
る

も
の

と

見
て

よ

い
｡

第
三

諸
外
国
公
債
と

本
邦
外

貨
公

債
相
場

本
邦
外

貨
公

債
の

英
米
市
場
殊
に

前
者
に

於
て

暴

落
し

居
る

こ

と

は

前
に

述
に

述
べ

紆

如

く
で

あ

る

が
､

右
の

如

き

外
貨
公

債
相
場
の

､

下

落
は

､

世

禁
二

倍
に

於
け
る

現

象
に

し

て
､

殊
に

英
囲

市
場
に

於
て

は

加
奈
陀

､

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
､

填
及

､

葡
萄

牙
､

壷
爾
然
丁

胸

･

朝

r

亡
■

叫



終

･
わ

淋

等
､

又

米
国
に

於
て

は

玖
･
璃

､

パ

ナ

マ

､

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
､

加

奈
陀

､

彿
蘭
西

､

東

商
然
丁

等
に

於
け

る

が

如

く
､

嘗
該
固
と

特
殊
密

･

接
な

る

政

治
経

済
関

係
む

有

す
る

か
､

又

は
充

分
な

る

支
沸
準
備
金
を

英
米
銀
行
に

有
す

る

囲
の

外
債
に

非
ざ
る

限
り
■､

本
邦
公

債
以

上

の

下

落

堅
不

し

居
る

の

で

あ
る

｡

殊
に

猫
逸

､

伊
太

利
等
の

如

き

所
謂

枢
軸
諸
国
の

公

債
は

勿
論

､

オ

ー

ス

ト

ワ

ア
､

チ

エ

ブ

コ

･

ス

｡

ヴ
ア

キ

ラ
､

丁

抹
､

ポ

ー

ラ

ン

ド
､

フ

ィ

ン

ラ

ン

ド
､

諜
威

､

希
臓
等
の

如

く

椙
軸
軍
の

蔑
め

既
に

征
服
せ

ら

れ

居
る

諸
国
並
に

ブ

ラ

ジ

ル
､

チ

リ

ー
､

メ

キ

シ

コ

等
中
南
米
諸
国
の

如

き
､

財
政

状
態
不

良
､

外

債
の

利
子

支
沸
不

確
寛
な
る

も
の

は
､

其
の

下

落
率
特
に

甚
し

く
殆
ど

無
傾
値
と

な

り

居
る

も
の

が

少
か

ら
ぬ

の

で

あ
■
る

｡

其
の

理

由
は

一

九
三

一

年
(

昭

和

六

年
)

六

月
二

十

日

米
国
フ

ー

プ
ァ

一

大

●

◆

統
領
が

､

世

界
金
融

恐

慌
救
滴
策
と

し
て

全

面

的
モ

ラ

ト

リ

ア

ム

む
八

重
一

口

せ

る

こ

と

が

直
接
原

因

と

な
つ

た

の

で

あ

る
｡

尤
も
之

よ
■
り

先

一

九
二

九

年
(

昭
和

四

年
)

世

界
恐

慌
以

凍
米
国
は

､

猫
逸

其
の

他
欧
洲
諸
国
に

封
す

る

投
資

及
公

社
債
の

應
募
を

拒

否
す

る

に

至

り
､

其

の

影
響
を

受
け

先
づ

礪
逸

は
イ

ギ

リ

ス

､

彿
蘭
西

､

自
耳

萎
､

伊
太
利
其
の

他
に

封
し

賠
償
金
を

支
彿
ふ

を

得
す

､

従
て

彿
､

自
､

伊
等

は

債
権
者
た
る

英
米
に

､

更
に

英
国
は

米
国
に

債
務
む

支
彿
ふ

む

得
す

､

孜
に

全

般
的
世

界
金
融
疏
通
の

梗
塞
む

生
じ
〕

化

の

で

あ

る
｡

元

釆
米
国
は

欧
洲
大
戦
後
債
務
国
の

地

位
よ

り

債
権
国
の

地

位
に

立
つ

に

至

り

た
る

に

付
､

経
済
上
の

原

則
と

し
て

貨
物
の

輸
入

超

過
国
と

な

る

か
､

或
は

一

九
二

九

年
世

界
恐

慌
前
に

於
け

る

が

如

く

国
際
投

資
む

操
行
す
べ

き

で

あ

る
｡

然
る

に

米
国

は
一

九

三

〇

年
(

昭

和
五

年
)

高

率
な

る

ス

ム

ー

ト
･

ホ

ー

レ

一

関
税
法
を

制
定
し

て
､

諸
外
国

貨
物
の

輸
入

を

制
限

す
る

の

み

な
ら

す
､

却
て

諸
外

国
に

勤
し

種
々

の

人
為
的
奨
励
方
法
む

講
じ

て
､

米
国
農
産
物
の

輸
出
を

努
め

た

る

が

蔑
め

依
然
と

し
て

輸
出

超

過

国
の

状

態
む

栂
績
し

､

而
も
ジ
ョ

ン

ソ

ン

法
に

よ

り

債
務
の

利
子

む

支

沸
は

ぎ
る

固
に

封
し

て

は
､

新
た

に

外

債
む

米
国
に

於
て

起

す
こ

と

む

拒

絶
す

る

に

至
つ

た
の

で

あ

る
｡

4 1

綻
て

列

国
は

己

む

な

く
正

好
を

米
国
に

現

迭
し

て

国

際
貸
借
の

決
済
を
瓜

申
す

の

外
な

か

り

し

塔
､

其
の

結
果
米
国
に

於
て

は

二

二

〇

倍
弗

外
貨
公

債
胡

易
と

外
交

と

の

関
係

5 9 Ⅰ



り

上

t

†

】

橋

諭

常

襲
七

巻

第
六

放

即
ち

世

界
全

健
在
金

額
の

八

割
と

云

ふ

が

如
き

多
大
の

正

貨
が

蒐
集
せ

ら

れ
､

米
国
も

亦

其
の

廃
置
に

困
る

が

如
き

事
態
を

見
る

に

至
つ

た

の

で

あ

る
｡

尤
も

米
国

側
よ

皇
二

日

へ

ば
､

欧
洲
大
戟
後
列

園
に

於
て

は

軍
備
を

縮
小

し
､

又

新
協
定
に

よ

り

開
校
障
壁
を

減
少

し
て

国

際
駐
韓
の

安
定
む

固
る

べ

き
に

拘
ら

す
､

列

国

は

畢
つ

て

自
国
の

財
政

上
の

能
力
を

顧
み

す

軍
備
を

践
張
し

､

其
の

結
果
米
国
に

封
す

る

債
務
を

塀
償
す

る

を

得
ざ

り

し

が

故
に

､

米
国
に

於
て

は

是
等
耕
債
不

能
囲

に

封
し

､

新
た
に

外
債

藍
皿
ハ

へ

て

軍
備
を

撰

張
せ

し

む

る

の

必

要
な

し

と

云

ふ

の

で

あ

る
｡

斯
る

理

論
の

是
非

は

兎

も
角
と

し
て

勢
ひ

欧
洲
及

中
南
米

諸

国
は

殆
ど

一

斉
に

外
債
利
子

不

梯
を

為
す

に

至
つ

た
の

で

あ

る
｡

而
も

以

上
の

好

き

国

際
経
滞

財
政

上
の

不

安
は

､

昭

和
六

年
九
月

に

於
け

る
.

イ

ギ
リ

ス

金
本
位
の

離
脱

､

同
月

惹
起
の

満
洲

事
欒
鹿
理
に

圃
す

る

国
際

聯
盟
の

威
力
失
墜

､

完
三

三

年
(

昭

和
八

年
)

六

月

七

日

倫
敦

経
済
合
議
の

決

裂
､

即
ち

英
米
間
通

貨
安
局
に

関
す

る

意
見
の

不
一

致
､

}

九

三

三

年
(

昭

和
八

年
)

三

月
に

於
け
る

日

本
の

聯
盟
の

脱
退
乃
二

九

三

四

年
(

昭

和
九

年
)

十
二

月
に

於
け

る

葦
府
候

約
廃
棄

､

一

九

三

三

年
(

昭

和
八

年
)

四

月
二

十
噌

米
国

通

貨
の

引

下

決

定
､

】

九

三

五

年
(

昭

和
十

年
)

末

に

於
け
る

倫
敦

軍

縮
合
議
決
裂

､

一

九

三

七

年
(

昭

和

十

二

年
)

七

月
に

於
け
る

支
部
専
攣
の

馨
生

､

同

十

月

に

於
け
る

国
際
聯
盟
に

よ

る

封
伊
経

済
封
鎖
の

鷺

行
､

更
に

一

九

三

九

年

(

昭

和

十

四

年
)

九

月
に

於
け
る

第
二

次
欧
洲
大

戦
の

寮
生

及

其
の

後
に

於
け

る

猫
伊
軍
の

成
功
に

よ

り

枢
軸
諸
国

及
其
の

勢
力
下
に

於
け

る

外

貨
公

債
相
場
は

英
米
市
場
に

於
て

益
､

､

下

落
を

績
け

居
る

も
の

±
式

ふ

こ

と
が

出

来
る

｡

左
に

外

貨
公

債
の

下

落
の

状

況
を

各
国

別

に

之

を

表

示
せ

ん
｡

5 ウニZ
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第 二 表 倫 敦市 場 に 於 け る 列 国公 債相 場

公 債 名

外
貨
公

債
粕

湯
と

外
交

と

の

関
係

1 93 1 年7 月1 日

(清洲事琴南)

に 於 け る相 場 弓

組

甲 英 国及其 の 政 治 経済的 勢 力下 に あ る 諸国

英 国

同 上

オ ー ス ト ラ リ ア

加 奈 陀

境

萄

耳

葡

自

鵜

同

希

C o n s o l . 2ク妄タJ

4 タJ

5 % 1 9 ヰ5- 7 5

4タJ 1 9 5 3- 呂8

及 V n i .
4タ古

%

%

レ
バ

0

尺
U

O

O

r

n
U

-

へ
U

β

U

9

【

′

9

7

乙 欧 洲 諸 国

牙 3 タJ I st

義 4 % 1 9 3 6

逸 D o t .
4 プ言

上 Y o lユn g . 4 ガ

瓶 79 0 R ･

同 上 6 タg S t a b ･

ノ ､ レ ガ リ ー 7 ガ%
､

彿 蘭 西 4 % B riti s b ･

オ ー ス ト リ ア 5 % 19 3∩

丙 申
‾南 米 諸■囲

一
然

ジ

リ

シ

ー
爾

ラ

キ

ー
丑

プ

チ

メ

丁 4 ガ% S t g . B d o ･

ル 5タJ F d . 1 9 1 4

- (う% 1
.
9 2t)

7タJ l 1 2

9 9ブ妄

1
.
n 1

9 1

9 7 %

20 %
4 % 19 2 3 - 4 3

1∩4 %

4 % 8 5

7 リ妄

7 1ク妄

コ 5 % l l O

%

%

⊥
コ

n
■

(
〕

D

3

4

7

1

ハ

リ

八

U

n
U

6 5 月

1 0 リ妄

1(10 %
1 9 4 0 - 60

1 r10 ク妄
70 %

%

%

.

%

｢

/

八

U

J
ユ

ハ
リ

9

｢

/

l

ハ

リ

1

7

1

1

1

E

7 % 1 1 2 ガ竪 s 4 プ右

折 一D n-1 1- e S .
詩
′
PJ 33

2 2

3 8ク盲

3rリ盲

40 滋

2 3

4タg 〃

1 0 4

8 9

7 2

1 6 %

〃
乃

ガ

ガ

ィ
†

▼

い

｢

▲

7

ウ

ー
り
一

1
▲

2

7 7ク妄

1 ∂%

1(Iケ妄

一

*

)

%

%

)

2

■
h

ト

■
R
U

β

U

β

U

l

(

■
(

レ

乃

)

)

9
′ l

h
U

9

1

1

1

-

〔
U

3
■
β

U

R
U

n

J

l

(

丁 日 本 及 支 部

日

岡

同

支

同

5 9 3

9

7

4

2

3

甜

9 0

9 2

9 1

9 1

1

1

1

1

1

肘

川

%

%

%

%

4

】

h
U

β

U

■

∂

r

O

本

上

上

部

上

/
9
】

⊥

/

一

〇5

4 8

6 9

1

一

打

雑

鮒

ガ

瀕

-

〔
リ

9

9

3

1

ウ
ユ

)

)

)

%

%

Q
U

3

3

1

2

▲り
一

%謝

備 考 1 皿 d o n E c o n o m i s t 所載 に接 る
｡
但 し1 9 4 1 年 2 月18 日相場瀾 括

弧 内 の も の は r + O n d o n T il -1 e S 所載 2 月2 8 日 仁■相 場 な り と す
｡

斗
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第 ≡ 表 敵 背 市 場 に 於 け る 列 国公 債相 場

公 債
合議決 裂 前)

甲 米 国及 其 の 政 治 経済的勢 力下 に あ る 諸 国

米国国 庫債券

玖 礪

加 奈 陀

オ ー ス ト ラ リ ア

3 チ左% 1 9 4 1

5 % タJ 1 9 5 3

5 % 19 5 2

5タJ 1 9与7

パ ナ マ 5 % 1 9 G 3 A s t
. A s g

乙 欧 洲 諸･ 囲

ミー8三三
6 8

1(I3 ガ

8 7 タ妄

2 9ク盲

】
_
9 4 三三一癖

1 (16 . 7

1 0 3 ガ

1 1 ヨガ

1∩6タ妄

(与8 さ′妄

燭 逸政 府公 債 5 ガタi; 1 9 6 5

伊 大 利 7タイ 1 9 昌1

オ ー ス ト ワ ァ 7 % 1 9 5 7

チ エ ツ
コ ス ロ バ キ ア 8 タJ 1 9 5 1

ポ ー

ラ ン ド

希 腹

自■ 耳 義

丁 抹

フ ィ ン ラ ン ド

即Jg old . 1 9 ｢壬い

7タg R .

6 タJ l 耶う

(;P J 】
_
9 4±Z

6 タ.丁 】9 4う

彿 蘭 西 り言_
9 .丁Ⅵ

r

d . 1 94 1

諾 威 叫T 1 9 1 4

丙 中 南 米 諸 国

韮 爾 然 丁 4ガタJ 1 9 4 1

ブ ラ ジ ル 8 タJ 1 9 4 1

チ リ ー

m t . 且 6 % % 1 9 5 7

メ キ シ コ 1〔し 4タJ

丁 日 本 及 支 部

日

同

東

本 6 % %`

上 5 % %

京 市 債 5ガタJ

横 濱 市 債 6 %
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5 9 5

札

沖

紳

上

記

英
米
市
場
に

於
け
る

外
貨
公

債
相
場
を

通

覧
す
る

に
､

一

九

三

三

年
十

二

月
二

十
日

伶
敦

経
済

合
議
決
裂
前
に

於
て

は
､

一

九
三

一

年
七

月
一

日

如
ち

満
洲

事
欒
馨
生

並

英
国

及
日

本
の

金

本
位
離

脱
前
に

於
け
る

相
場
に

比
し

､

猫
逸

､

ハ

ン

ガ

サ

ー
､

希
臓

､

日

本
等

特
殊
の

事
情
あ

る

も
の

1

外
一

弊
に

値
上
り

転
二

不

し

て

居
る

｡

其
の

主

原

因
は

南
畝

英
国
に

於
け

る

膀
切

下
の

影
響
な

ら

ん

と

思
は
る

｡

之
と

等
し

く
+

九
三

七

年
七

月
一

日

即
ち

支
部
専
攣
蟄
生

前
に

於
け

る

米
国
の

相
場
は

､

弗
引
下

前
た

る

､一

九
三

三

年
十

二

月

十

九
日
の

相
場
に

比

し

特
別
事
情
あ

る

も
の

ゝ

外
は

一

再
に

好
況

聖
不

し

て

居
る

｡

然
る

に

右
南

国
に

於
け
る

相
場
は

一

九

三

九

年
八

月

四
日

､

即

ち

第
二

次

欧
洲
大
戦

蟄
生

前
に

於
て

ヨ

一

口

ブ

パ

及

支
部
に

於
け
る

国

際
紛
季
の

濃
此
に

よ

り

共
闘
係
国

た
る

オ

ー

ス

ト

リ

ア
､

チ
エ

ッ

コ

･

ス

J

ヴ
ァ

キ

ア
､

猫
逸

､

伊
太

利
等
並

に

日

本
､

支

那
等
の

公

債
は

相
常
下

落
す
る

に

至
つ

た
｡

更
に

右
第
二

次
欧
洲
大

戦
勃
聾
後

之
に

影
響
す
る

諸
国
の

公

債
は

､

其
の

下

落
率

一

骨
甚
し

く
､

一

九

四
一

年
二

月

二

十

八

日
の

米
国

相
場
に

於
て

オ

ー

ス

ト

リ

ア
､

チ
エ

ッ

コ

･

ス

ロ

ヴ
ァ

キ

ア
､

ポ

ー

ラ

ン

ド
､

猫
逸

等
の

公
債
は

一

律
一

〇

〇
の

も
の

が

六

乃
至
八

見
首
に

下

落
し

､

伊
太
利

､

丁

抹
､

フ

ィ

ン

ラ

ン

ド
､

諜
威
等
戦
乱
固
の

公

債
も

之
に

次

ぎ

下

落
甚
し
い

｡

固

よ

り

日

本
公

債
の

下

落
率
は

是
等
諸
国
に

比
し

少

な
い

｡

英
国
に

於

け

る

日

本
公

債
の

下

落
率
は

一

骨
甚
し

く
､

支

那
五

%

公

債
が

三

〇

施

辞
な
る

に

封
し

､

日

本
の

六

分
利
公

債
は

昔
時

二

三

拓

を

示

し
､

日

蘇
中
立

條

約
成
立
の

報
を

入

れ
て

一

時
一

八

醸
の

低
僅
を

示

し

た

が

其

後
二

〇

辞
見
常
に

同

復
し

た
｡

(

一

六
･

五

二
二

)

外
貨
公

債
相
場
と

外
交

之
の

関

係




